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概 要

日本曹達は１９９７年に光触媒塗料を開発して以来、光触媒塗
料・コーティング剤のパイオニアとして、多くのメーカーに
薬剤を供給してきた。特許取得の「保護接着層」＋光触媒層
（酸化チタン）の２層コーティングシステムにより、幅広い
機材への対応が可能になった。
抜群の光触媒作用により、太陽光の力で汚れを分解（酸化

分解機能）し、雨の力で汚れを洗い流す（親水化機能）。ビ
ストレイターシリーズRには、工場ラインにおいて製品に
加熱硬化を行うタイプと、現場施工用の常温硬化タイプがラ
インアップされている。常温硬化タイプは、建築物や構造物
への塗料そのままの感覚で使用できる。

効 用

建築物・構造物の防汚、環境浄化

特 長

１．高汚染負荷ほど優位
一般の低汚染型塗料と同じ「超親水性」と、光触媒独自の
「酸化分解力」により、油分を含んだ排気ガスや降塵の著
しい場所での防汚性は、低汚染塗料と比較にならない。
また、２層コーティングシステムにより、光触媒層の分解
力を高めることができた。これにより、光触媒塗料の中で
も抜群の分解活性指数を示す。

２．クリアータイプ
透明性の高いクリアータイプのため、素地の化粧塗装など
の色合いを保ったまま光触媒コーティングを行える。

３．「責任施工制」による確かな施工
光触媒塗料は、適正な施工をして初めてその効果を発揮す
る。逆に不適切な施工を行うと、かえって美観を悪化させ
る場合がある。
そのため、ビストレイターでは「責任施工制」を採用して
いる。開発普及会“ビストレイター研究会”の主催する研
修会を受講し、技術認定を受けた業者のみが施工を行うこ
とにより、施工品質を確保している。

屋外暴露試験

環境浄化

防汚を目指して開発されたビストレイターRであるが、
最近は環境浄化でも注目されている。公害問題が深刻な地域
では、防汚性を差し置いてもNOx分解性で検討される例も
ある。
落葉広葉樹林のNOx吸収量は、５．３６km２で６．１t/Y、３．１１

mg/m２・D（北九州におけるデーター１））ビストレイターは、
１５．４mg/m２・８h（１日の日照時間を８時間とする２））。従っ
て、ビストレイター塗装面１００m２は落葉広葉樹林５００m２に相
当する。
１）福岡市保環研報、２４、P６７（１９９９）
２）神奈川科学技術アカデミー 光触媒オープンラボによる測定
※測定条件
１ppm NOガスを１．５L/Min で常に送気、２mW/cm２で UV照射
サンプルサイズ：７０mm×１００mm
基材：アルミ（表面：ウレタン塗装 裏面：エポキシ塗料）
光触媒：ビストレイター L ３００シリーズ
光触媒膜厚：３μ/m
測定間隔：２０秒

採用実績

道路施設
料金所アイランド、防音壁、高欄、ＥＴＣガントリー

建築物
倉庫、研究所、団地社宅、ビル、一般住宅等の外壁

構造物
タンク外装、橋脚、キュービクル、屋上看板 等

光触媒塗装工事

常温硬化光触媒酸化チタンコーティング剤

ビストレイター
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ウッドブリース外断熱工法　工法ラインアップ 施工例（韮崎市立甘利小学校校舎）

概　要
　RC造、鉄骨ALC造、木造に適したドイツ生まれの湿式外
断熱工法。新築工事はもちろん、改修工事（塗装下地、タイ
ル下地とも）に適している。
　多様なパターンと色彩が可能な左官仕上げ、メタリック仕
上げ、モルタル調仕上げ、タイル仕上げに対応。また、曲線
や意匠目地等を使ったデザインにも用いることができる。
　接着性、耐剥離性、耐クラック性、耐衝撃性、防水性、耐
光・耐候性にも優れ、日本の基準に適した工法に改良されて
いる。また、各種補助金にも対応している。

特　長
１．「断熱材を多く含む多層構造壁」という物理的特徴を有

しながら、最新のポリマー（高分子）技術によりモルタル、
仕上げ材を薄くして、軽量な壁構造となっている。

２．米国の多層階防火試験に合格。
３．促進耐候・耐光性試験により、20年以上メンテナンスを

必要としない性能が確認されている。
４．ディテールを検討し、専用防汚コーティングを施すこと

で、より汚れにくい外壁を実現。
５．リフォームでは、居住したまま断熱改修と外装改修が同

時に行える。
６．木造では、防火構造、準耐火構造認定を取得。
７．瑕疵担保法、長期優良住宅化リフォームに適応する。

外断熱が躯体の長寿命化につながる仕組み
・実験室での試験では、コンクリートの中性化によりアルカ

リで被覆されたバリアを失った鉄筋は、相対湿度90％では
腐食が進み、80％では無視して良い程度の腐食が発生、
70％以下では腐食は発生しなかった。

・５年以上に及ぶベルリンでの暴露試験において、コンク
リート打設後数年で躯体が乾燥した後、躯体の相対湿度は
30～60％程度に、また躯体と断熱材間の相対湿度は40～
70％に保つことが確認された。

・WUFI-IBP/ORNL※による温湿度シミュレーションでは、

工法ラインアップ
・クラスPB：工法としての安定性、耐候性、デザイン性、

価格が特長。
・クラスMW：避難経路、内装制限の外断熱にミネラルウォ 

ールを使用した不燃システム。
・クラスTIL：タイル下地全面をメッシュとピンで補強し安

心を届ける。
・クラスWB Ⅱ：現場発泡ウレタンとセルロースファイバー

のダブル断熱で防耐火認定を取得。
・クラスPB on the ALC：鉄骨ALC造に対して、直接外断

熱を施すことができる。
・クラスPB on the Tile：RC造の既存タイルに対して、直

接外断熱を施すことができる。

外壁改修工事

ウッドブリース外断熱工法
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〒575-0012　大阪府四条畷市下田原1364-1
TEL  0743-72-3117　FAX 0743-72-3118
URL  https://www.takamoto-kenzai.com/
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FAX.03-6915-4709）

商F-92／建築工事／解体・改修工事

クラスPB

クラスWB Ⅱ

クラスMW

クラスPB on the ALC クラスPB on the Tile

クラスTIL

促進耐候性および促進耐光性の試験結果

試験結果より、ウッドブリーズ フィニッシュコートの耐候性および耐光性は、
フッ素塗装の２倍以上であることが明らかになった。

中央ヨーロッパおよび５つ
の異なる気候帯を持つアメ
リカ（日本に近い気候あり）
においても、適した断熱材
を外断熱として使用するこ
とで鉄筋の腐食を抑制でき
ることが判明した。

※ フラウンホーファー建築物理研究所（IBP）／
オークリッジ国立研究所（ORNL）で開発され
た、非定常熱湿気同時移動解析プログラム。あ
らゆる気候条件で、壁や屋根を構成する各建材
の熱・湿気挙動を正確に予測することができる
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